
【中学校数学科】遠賀町立遠賀南中学校 第３学年 単元「式の展開と因数分解（式の展開）」  

系統に基づく発展 
１ 本単元の発展的な学習で育てる資質・能力 

本単元では、単項式と多項式の乗法及び多項式を単項式で割る除法、多項式の展開・因数分解につ

いて学習し、その際、展開した式の中に規則性を見いだし乗法公式をつくる学習を行っている。そこ

で、発展的な学習として、より複雑な展開式においても規則性を見いだしその規則性を基に乗法公式

をつくる学習をすることで、展開式の係数や指数に着目し、見いだした規則性を一般化する考えを伸

ばすことができる。 

やや複雑な多項式の展開において、展開結果を基にして係数や式の形について規則性を見いだし、新

しい乗法公式をつくることができる。 
 

２ 本単元の指導計画（総時数１２時間） 

配時 学 習 内 容 指導形態 学 習 活 動 

7.5 

多項式の計算 
・式の乗法，除法 
・乗法の公式 一 斉

１ 単項式と多項式の乗法及び多項式を単項式で

割る除法に取り組む。式を１つの文字に置き換え

たり、分配法則などを用いたりして、式の展開の

仕方を考える。 
0.5 評価テスト 
《補充的な学習》 

多項式の展開や因数分解の復習 

２ 乗法公式を利用する多項式の展開や因数分解

の計算練習をする。 

１ 
 《発展的な学習》 

nx )1( + の展開の簡単な計算方法 

習熟度別

少人数 ２ 展開した式の特徴などを発見しやすくするた

めに， 1)1( +x ～ 4)1( +x の展開した式を並べて掲

示する。 

６ 因数分解 
・素因数分解 
・因数分解 

一 斉 ３ 式の展開の逆操作として１つの多項式をいく

つかの式の積の形に表すことに注目し、式の因数

分解の仕方を考える。簡単な式の因数分解に取り

組む。 
１ 評価テスト   
３ 式の計算の利用 
 

習熟度別

少人数 

４ 整数の性質や図形の性質などを式の展開や因

数分解を用いて説明する。 

 

３ 発展的な学習の教材と指導方法 

本発展的な学習では、 nx )1( + の展開を教材にし、 2)1( +x の展開式を基にして、 3)1( +x 、 4)1( +x

のを展開し、展開した式から規則性を見つけ、一般化することで公式をつくる学習活動を行う。その

際、単に展開公式の先取りの学習にならないように、係数や指数、式の形に着目し公式をつくること

に重点を置きたい。具体的には、次のような支援を取り入れる。 

・ 2)1( +x の式の意味を確認することで、 3)1( +x 、 4)1( +x の展開が 2)1( +x の展開の考えでできるこ

とに気付かせる。 
・規則性を見いだすことができるように、展開した式を観察する場を設ける。その際、係数に着目でき

るように、板書を工夫する。 
・数学の内容についての興味・関心を高めるために、 nx )1( + の展開とパスカルの三角形や複数桁の整

数の乗法と関係があることを説明する。 
 



４ 本時の指導目標 
nx )1( + を展開し、その展開した式の中に係数や指数の規則性を見いだすことができる。 

 

５ 準備物   ワークシート，掲示物（
1)1( +x ～

4)1( +x を展開した式） 

 

６ 発展的な学習の指導の実際 

学 習 活 動 の 実 際 指導上の留意点 

１ 本時のめあてをつかむ。 

(1) 前時の学習内容を基に新たな問題を見いだし 

・
3)1( +x と

4)1( +x は展開できるのか、公式がつくれるのか。 
 

(2) めあてをつかむ。 

 
 

２ 
3)1( +x 、

4)1( +x 、
5)1( +x を展開し、規則性を見つける。 

(1) 
3)1( +x 、

4)1( +x 、
5)1( +x を展開する。 

 

(2) 
1)1( +x ～

4)1( +x の展開式から，気づいたことを記述し、発表する。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

(3) 
1)1( +x ～

5)1( +x の展開式の係数を取り出し気づいたことを記述し、

発表する。 
 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

３ 本時の活動を振り返るとともに、
4)1( +x の展開式の係数と整数の乗法の

共通点についての説明を聞く。 
 

 

 

○ 課題意識を高めるために，

めあてを掲示する。 

○ )1()1()1( 23 ++=+ xxx
と考えるように示すこと

で，
3)1( +x の展開をさせ

る際の手掛りとさせる。 

○ 早く解き終わった生徒に

は，
5)1( +x の展開をさせ

る。 

 

 

 

 

○展開した式の特徴などを発

見しやすくするために，
1)1( +x ～

5)1( +x を展開

した式を並べて掲示する。

 

 

 

 

 

○係数の特徴などを発見しや

すくするために，展開した

式の係数を並べて掲示す

る。 
○興味・関心を高めるために，

について，フランスの数学

者パスカルについて知らせ

る。 

○ 左記の
4)1( +x の展開にお

ける係数の筆算の計算の

仕方を掲示し，なぜ，両端

以外の係数が斜め上の左

右 2 つの和になるか，
4)1( +x の筆算の計算をも

とに説明する。 

 

nx )1( + の展開の秘密を探ろう！ 

写真－１ ワークシート 

１ ３ ３ １ 
×）    １ １   

    １ ３ ３ １ 
  １ ３ ３ １   
  １ ４ ６ ４ １  

 左右対称である。 
 定数項が１である。 
 項の数＝指数＋１ 
 両端以外の係数は，係数が斜め上の
左右 2つの和になっている。 

指数      係数 
          １ 
１      １ １ 
２     １ ２ １ 
３    １ ３ ３ １ 

４   １ ４ ６ ４ １ 

５  １ ５ 10 10 ５ １ 

６ １ ６ 15 20 15 ６ １ 

写真－２ 展開式の確認

の場面 

 横の和は n2 である。 
 両端の数は１である。 
 ななめの２列目は１からの
自然数である。 

 両端以外の係数は，係数が斜
め上の左右２つの和になっ

ている。 


